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審 査 の 結 果 の 要 旨
　今までにない試みとして，タイル張りに対応する群とリー代数を構成して，その代数構造を解明したのは
評価できる。また，群表示を用いているので，そこにタイル張りの様子が反映されていて，不変量としての
側面も持っているので重要である。タイル張りの違いが，どういう形で群やリー代数の違いに現れてくるか
という視点で，もっと具体例が提示されていてもよかったのではないか。群やリー代数がそれぞれ SL2 と
s12 で生成される形になっている点に今後の発展性が期待できるが，そういう意味でも，現在研究されてい
る他の無限次元の群やリー代数との比較検討もなされていれば，より良かったと思われる。また，タイルの
3分割により議論をスムースに進めるというアイデアは，先行研究にも全く前例の無いもので，その独創的
な視点が評価できる。
　以上，斬新なアイデアのもとに，今までにない代数系を構成して，新しい結果を導いているので，そのオ
リジナリティの高さを評価したい。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
